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「鬼神」について ………………………………… 小松　建男（　  3）
古代日本の死生観
　――人麻呂挽歌とその周辺―― ……………… 茂野　智大（　  9）
高校国語総合の現代文教材における死生観
　 ………………… 各務めぐみ（　 19）
学習の系統性を意識した古典作品の教材研究
　――『竹取物語』を素材として―― …………… 西　　一夫（　 31）
『不白翁句集』「春之部」
　――川上不白の句作からみる茶の湯観―― … 石塚　　修（　 43）
内閣文庫蔵天文五年写『三体詩幻雲抄』
　における宋詩の引用状況 ……………………… 劉　　　玲（左  1）





















































り、筑波大も学位プログラム化にむけて新たな再編が進行中 す。少子高齢化社会のなかで、大学もふくめ日本の構造改革は必須ですが、目先にとらわれて大局を見失うことの いよう 「米百俵」の精神は堅持してまいりたいものです。 
（編集委員長
　石塚）
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